
平成24年 10月 2日
東京文化発信プロジェクト

公益財団法人東京都歴史文化財団

　当プレスニュースレターでは、東京クリエイティブ・ウィークス（TCW）の見所を
さまざまな切り口からご紹介いたします。

　秋風が心地よく感じられるようになりました。この秋、東京文化発信プロジェクトでは、昨年よりさらにパワーアップし、

10月 10日（水）～31日（水）の22日間にわたり「東京クリエイティブ・ウィークス（TCW）」を開催いたします。日々行われる『伝

統』『国際性』『現代性』をテーマとしたイベントでは、多くの方に参加、体験していただけるプログラムが目白押し！ そこで、「東

京クリエイティブ・ウィークス」の見所を、期間中のスペシャルプログラム  国際会議「文化の力・東京会議」にも出席され

る公益財団法人東京都歴史文化財団のアドバイザーと参加アーティストのインタビューを交えてご紹介いたします。

「キタイも、ソウゾウも。」東京文化をたっぷり楽しむ3週間

「東京クリエイティブ・ウィークス」から、第二の開国宣言！

“ 創造都市”としての東京文化の再構築

伝統と現代、東京と世界、文化でつなげる喜び、つながる希望

　20年ほど企業の文化芸術活動（メセナ）をしてき
ましたが、10年前から文化や芸術をもって都市を創
造し活性化する仕組みづくりを行うようになりまし
た。きっかけは、横浜市を “ 創造都市 ” として再構築
する仕組みづくりを行ったことです。創造都市とは、
その都市の持つ眠っている都市遺産を発掘、活用す
ることで街を元気にすること。横浜では港エリアに

　 「東京都歴史文化財団」のエクゼクティブ・アドバ
イザーとして活躍されていますが、どのような活動を
されているのでしょうか？

銀行として使われていた歴史的建造物があり、それ
を文化芸術の創造拠点として再活用しました。この
施設は「BankART（バンカート）」という名で活動
を始め、アートイベントの企画・運営の他、街づく
りなどさまざまな取り組みを行っています。今では
横浜全区に、そのような創造拠点が 100近くにまで
広がり、民間団体やＮＰＯが運営しながら、それぞ
れの団体がネットワークを結び、地域の活性化に貢
献しています。その経験をもとに、東京を創造都市
にする仕組みづくりをすることになりました。

　今年の「東京クリエイティブ・ウィークス」は、伝統と現代、東京と世界など、さまざまな視点から東京の文
化を体験できる 3 週間。「文化の力で社会変革」と題され行われる「国際会議」でのパネルディスカッションの
司会を務める公益財団法人東京都歴史文化財団 エクゼクティブ・アドバイザーの加藤種男は、企業の芸術文化
活動（メセナ）を幅広くリードし、東京文化発信プロジェクトの事業全般のアドバイザーとしても活躍中。「東
京クリエイティブ・ウィークス」の根幹に流れる東京文化から発信されるメッセージについて伺いました。
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今の時代に即した
究極の「コミュニティ型」アートを
東京から発信！

　１つ目はコミュニティの再生です。現在、日本全国、
地方の疲弊が激しい。理由は都市への人口集中によ
るコミュニティの崩壊ですが、同じことは東京でも
起こっています。文化芸術の力でコミュニティを再
生し、新しいコミュニティをつくっていく必要があ
ります。問題解決のためには、創造都市が重要です。
　もう１つは世界における日本の孤立です。特に東ア
ジアでの孤立を克服する必要があり、それには “ 文化
の力 ” が不可欠。日本の文化が世界に寄与することで
世界とネットワークを築き、孤立を防げると考えてい
ます。TCW でのイベントのひとつ、国際会議「文化
の力・東京会議」では、日本の文化、東京の文化の役
割を発信します。また発信と同時に世界の多様な文化
も取り入れ、相互理解を深めたいと思っています。

　 東京を創造都市とするために、どのようなことを
行っていくのでしょうか？

　東京文化の前に、日本文化の特色をお話しします。
例えば日本文化の中には食文化がありますが、日本
食は自然の素材に手を加えていないように見せる高
度な技術と洗練されたデザイン力があります。和食
は色彩など物事をありのままの自然の姿で届け、さ
りげなく相手を思いやる日本独自のおもてなしの文
化が礎になっています。
　もうひとつの日本文化の特色は、「祭り型文化」「コ
ミュニティ型文化」です。東日本大震災の際、地元
の人々を元気づけたもののひとつに郷土芸能があり
ます。郷土芸能が多くの方の心の支え、生きる力を
呼び起こしました。再び郷土芸能を復活させようと
いう機運が起こっていますが、祭り型文化の特長は
自らが進んで参加し、一人ひとりが主役となり、み
んなでつくってみんなで楽しむコミュニティ型アー
トだということです。元々、祭りの観客というのは
唯一神様だけで、神様に捧げるため、氏子たちが力
を発揮する。一人ひとりが主役となり文化を楽しむ
ことが「祭り型文化」なのです。
　一方、一人の才能ある人物がつくったものや演奏

　 世界に発信していく「東京文化」とは何ですか？ 　松尾芭蕉が奥の細道の最中に行く先々で行なって
いた “ 俳諧の連歌 ” ですね。連歌とは和歌を使った文
芸のひとつで、和歌の上の句（五・七・五）と、下
の句（七・七）を多数の人が交互につくり、お互い
の句をつなげて楽しむものです。江戸時代はどの村
でも連歌が盛んで、そこに芭蕉が訪ねることにより、
コミュニティの表現活動にインパクトと深みをもた
らし “ 座の文化 ” が発達したのです。まさに究極のコ
ミュニティ型アートです。今、この時代、江戸の価
値観を受け継ぐ現代に即した究極のコミュニティ型
アートが必要だと強く感じています。そしてそれを
発明し、東京から発信したいと思っています。

　祭り型文化の具体例を教えて下さい。

東京の創造文化拠点をつくり、
世界中の人々と
新たな文化づくりを目指す

　「世界的な文化創造都市・東京」の実現に向けて、

　東京文化は、今後どのようにしていくべきだと思
われますか？ またそうすることによって、東京はど
う変化していくでしょうか？

をみんなが見ることは「西洋近代型芸術文化」です。
多くの日本人がこのような近代西洋のアート活動が
芸術のすべてだと思っていますが、今後は日本のコ
ミュニティ型アートを世界に発信していくことが大
切だと思います。
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　ぜひ「東京クリエイティブ・ウィークス」に参加
していただき、自分たちができることを提案してい
ただきたいと思っています。そのために、「東京アー

　 私たちがなすべきこと、できることは何でしょう
か？

日本と世界の協働プロジェクトに発展させる素地づ
くりを行っています。世界中の文化のクリエイター
を招聘し、東京がコーディネーターを務め、新たな
文化の仕組みそのものをつくろうと考えています。
　例えば安土桃山時代には、そのモデルがあります。
世界の文化が日本に集まり、日本はさまざまな文化
を取り入れて新たな文化形成を行ないました。南蛮
文化がその代表です。当時の日本人は、世界中の文
化をうまく取り入れ、独自の文化にすることができ
たのです。しかし明治維新では必ずしも成功しませ
んでした。今、世界中が日本に注目しているこの時
期にこそ、世界中の文化発信者とともに、新たな文
化創造の構築をしたい。新たな夜明けですね。

　そうです。今日本は、世界の人々とコミュニケー
ションを行なっているように見えますが、実際には
鎖国状態のように感じます。ビジネスでは世界とつ
ながっていますが、精神的な部分では鎖国状態のよ
うに、私には見えるのです。何を怖がっているんで
しょうね？ 閉鎖性を打ち破ってほしい。今こそ日本
文化で第二の開国を行い、世界の人々とコミュニケー
ションをしてほしい。そして、日本文化のおもしろ
さを発信していくには、日本人が日本の文化をもっ
と理解する必要もあります。

　 東京と世界を文化でつなげるということですか？

公益財団法人東京都歴史文化財団　エクゼクティブ・アドバイザー  加藤種男

　今年の「東京クリエイティブ・ウィークス」の中
でも特に期待をしているのは、若い演出家が新しい
プログラムをつくる「フェスティバル / トーキョー
12」ですね。若い方のチャレンジングな試みを体験
できますし、メジャーなものだけに光を当てるので
はなく、通常光の当たらないところに光を当て、新
しい可能性を見つけることができます。そこには色々
な人々の物語があり、それをどれだけ発掘できるか
が大切なポイントです。みなさんも、ぜひ「東京ク
リエイティブ・ウィークス」に参加して、そんな物  
語をたくさん発掘していただきたいと思っています。

　 今年の「東京クリエイティブ・ウィークス」に
期待すること、注目されていることを教えてください。

　1990年、アサヒビールが企業文化部を創設した際に入社。以後同社の社会貢献部門の推進役となる。特に、

アサヒ・アート・フェスティバル、 アサヒビール大山崎山荘美術館の立ち上げなど、企業の芸術文化活動（メ

セナ）を幅広くリード。2004 年から、芸術文化創造都市をめざす横浜市の文化政策推進の旗振り役も務めた。

京都造形芸術大学客員教授、日本NPOセンター評議員。2008 年度芸術選奨文部科学大臣賞（芸術振興部門）

受賞。2010 年より、公益財団法人東京都歴史文化財団 エクゼクティブ・アドバイザーに就任。
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トポイント計画」を行なっています。「東京アートポ
イント計画」は、人・まち・活動をアートで結ぶことで、
東京のさまざまな魅力を創造・発信することを目指
しています。「アートポイント」とは、アートによっ
て結ばれた、人・まち・活動の接点。東京が世界のアー
トポイントのコーディネートができるようにしてい
きたいと思っています。



テクノロジーやデザインをアートで融合、未来につなぐ東京文化を提案！

テクノロジーとアートの狭間で‥‥

ロンドンと東京のアート環境

互いの交流があってこそ、自国の伝統文化の良さもわかる。海外に出やすい環境を！

　テクノロジーは人のライフスタイルに影響を与え
るものなのに、研究する場に女性が非常に少なく、
女性がテクノロジーに積極的に関わっていくことは
大切なんじゃないかと思っていました。そんな問題
を、これから自分はひとりのサイエンティストとし
て解決するか、コミュニケーターとしてアート作品
で表現して広めていくのと、どちらなのかな？ と思っ
ていたんです。そんなとき、通っていた大学の隣に
ロイヤル・カレッジ・オブ・アートがあって、そこ
でアートの世界を学び卒業制作をしたところ、その
作品が東京都現代美術館とニューヨーク近代美術館
に展示され、「それじゃあアーティストが向いている
のかなぁ？」とアーティストの道を歩んでみること
にしました（笑）。

　 アーティスト活動をされるようになった経緯や
理由などを教えていただけますか？

　東京生まれ東京育ちなんです。人々は眠らないし
働くし、遊ぶし‥‥、そういう意味では東京はニュー
ヨークやロンドン以上の街ですね。エネルギーが凄
い。眠らない街＝ハイパー・アクティビティ。
　小さな頃から両方を経験してわかったのは、人種
だとか民族だとかいうカテゴリーで括ることの危険
性ですね。だって人それぞれなんですもん。ロンド
ンも東京も全然違うけど、共通しているのは人のエ
ネルギーと、仕事に対するプライド。クオリティを
追求する気持ちに差はないです。
　東京との大きな違いというのは、ロンドンという
街は英語という土台の上に建つ、多民族が暮らすイ
ギリス人だけの街ではないというところです。人の
流動性という点から見ても、東京はやっぱり日本人
の街だと思うんです。ロンドンと比べても、東京は
まだ格差社会ではなく、まだ人が守られていると思
います。思いやりやモラルといった安心からくる心
の余裕というのが感じられる街なのですが、日本も
海外もお互いに交流をしないと、それぞれの伝統文化

　ロンドンで過ごし、現在は東京にいますが、両都
市の共通点や違いについて教えて下さい。

　テクノロジーによって変化していく人間の在り方や社会を反映させた作品をソーシャルメディア上で展開した
り、ニューヨーク近代美術館や東京都現代美術館などで作品が取り上げられ、また作品が数々の賞を受賞したり
と、今話題のアーティスト、スプツニ子！さん。「東京クリエイティブ・ウィークス」のプログラムのひとつ『国
際会議』のパネリストとして登場します。日本人の父と英国人の母を持つインターナショナルな彼女が描く未来
の東京文化とは？

アーティスト  スプツニ子！

　東日本大震災での原発事故は、テクノロジーの過
信で安全神話が崩れ、そこに住んでいる人たちの生
活がひっくり返されてしまいました。これは絶対に
現場を見ておかなくてはいけないし、どう訴えて行
くかを考えたとき、悲観的な作品にしたくないと思っ
たんです。現状をどう打開できるんだろう？  どうい
う風にもっと良くできるんだろう？  と前向きに考え
ました。
　どのように事故を乗り越えていけば良いのかとリ
サーチを始めてわかったことは、「チェルノブイリ原
発事故」で汚染されてしまった土壌に「菜の花」を
植えるというプロジェクト。菜の花が広大な汚染地
域の放射性物質を吸収してくれることや、得られる

油はバイオエネルギーとして活用できることがわか
り、菜の花を植えるプロジェクトは、現地の人にも
一般の人にも受け入れられやすい。そこで自分の足
で前へ進んで行こうという意志と、土地を再生させ
る菜の花の種を蒔いていくという意味を込めて、本
当に履いて歩くと種まきのできる「菜の花ヒール」
を創ったんです。これには自分の歩いた足跡から菜
の花が咲くというイメージもあるのです。

　 「菜の花ヒール」という作品がとても気になりました。
この作品に込めた想いは？

4



スプツニ子！（SPUTNIKO!）
　アーティスト。1985 年東京都生まれ、東京・ロンドン在住。神戸芸術工科大学大学院客員教授／経済産

業省クールジャパン官民有識者会議民間委員。（株）リクルート メディアテクノロジーラボ顧問。

　両親ともに数学者で、英国人の母と日本人の父の間に生まれる。ロンドン大学インペリアル・カレッジ数

学科および情報工学科を 20 歳で卒業後、フリープログラマーとして活動。その後、英国王立芸術学院

（RCA）Design Interactions 科修士課程を修了。在学中よりテクノロジーによって変化していく人間の在り

方や社会を反映させた作品を制作。 2009 年、原田セザール実との共同プロジェクト≪Open_Sailing≫が、

アルス・エレクトロニカで［the next idea］賞を受賞。2012 年より神戸芸術工科大学大学院客員教授。 主

な展覧会に、「東京アートミーティング トランスフォーメーション」（東京都現代美術館、2011）「Talk to 

Me」（ニューヨーク近代美術館（MoMA）、2011）など。

の良さにも気付けないと思うんです。

　東京の人はもっと海外へ出て、海外の人にはもっ
と東京に来てもらうようにと提案したいです。そう
することで、東京の人がより良く東京を理解して、
東京を良くすることにつながっていくと思うからで
す。特に若者は今、海外離れが進んでいると言われ
ていますが、国の施策などで、たとえば「青春 18きっ
ぷ」みたいな「青春 18フライト」のような物をつくっ
て海外に出やすい環境にするというような提案もし
てみようと思っています。

　 「国際会議」のパネリストとして、どのようなことを
提案されたいと思っていますか？

　今、東京文化発信プロジェクトが進める「アート
アクセスあだち 音まち千住の縁（足立区で行われて
いるアートを用いた市民参加型のプロジェクト）」に
関わっています。でも、こういったイベントって中
高生がなかなか参加してくれないんですよ。そこで
私に白羽の矢が立ったんです。足立区で活動してい
る HIPHOP のラッパー達と一緒に新たな「コミュニ
ティデザイン」をつくるプロジェクトなんです。そ
こで、自分が住む街についての想いなどをラップの
歌詞にして、中高生と一緒にワークショップでやっ
てみようと。東京文化発信プロジェクトというフォー
マルな雰囲気のものと、それとは相反する雰囲気を

　 TCW でスプツニ子！さんが注目していることを
教えてください。
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持つ、やんちゃな若者ラッパーを結びつけて活性化し
てみたいと思ったんです。アートを外から持って来
るというのではなくて、足立区の中にいるクリエイ
ティブな人たちをつないで行きたいと考えました。
子供にとっても、自分のとても身近なところに、そ
んなアーティスティックな人たちがいるんだ、とい
うことに気づいても欲しいんです！
　こういうイベントって、実績のあるなしにかかわ
らず、何が起こるか予想さえできないような人たち
に夢を託していくことがとても大切だと思うんです
ね。東京文化発信プロジェクトが、公的にこうした
イベントを応援してくれるのはとても素敵なことだ
と思います。
　私も東京クリエイティブ・ウィークスの期間中の、
あらゆる可能性にワクワク、ドキドキしています！



6

9 tu
e

10 w
ed

11 th
u

12 fr
i

13 sa
t

14 su
n

15 m
on

16 tu
e

17 w
ed

18 th
u

19 fr
i

20 sa
t

21 su
n

22 m
on

23 tu
e

24 w
ed

25 th
u

26 fr
i

27 sa
t

28 su
n

29 m
on

30 tu
e

31 w
ed

東
京
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ウ
ィ
ー
ク
ス
 カ
レ
ン
ダ
ー
　
平
成
24
年
10
月
10
日（
水
）～
31
日（
水
）　
［
前
夜
祭
10
月
9日
（
火
）]

TO
KY

O
 C

RE
AT

IV
E 

W
EE

KS
  c

al
en

da
r  

10
.1

0-
31

 2
01

2 
 [T

CW
 E

ve
 1

0.
9]

N
o. 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

10
/2

–

6/
7–

10
/3

–

9/
15

–

10
/8

–

10
/6

–

9/
15

–

9/
29

–

9/
22

–

10
/6

–

10
/6

–

9/
5–

9/
1–

9/
6–

9/
21

–

–1
1/

4

–1
1/

25

–2
01

3/
2/

3

–2
01

3/
2/

3

–1
1/

2

–1
1/

25

–1
1/

25

–1
2/

2

–1
1/

25

–1
1/

4

–1
2/

2

–1
1/

18

–1
1/

18

–2
01

3/
2/

3

–2
01

3/
1/

4

-1
2/

20

–1
1/

25

N
o.
プ
ロ
グ
ラ
ム
名

事
業
名
／
施
設
名

00
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
リリ
ー・
フ
ラ
ン
キ
ー
 ×
 Y
O
U

東
京
クリ
エ
イ
テ
ィブ
・
ウィ
ー
ク
ス
前
夜
祭

01
文
化
の
力
・
東
京
会
議（
10
.1
9・
20
） 
/ 
国
際
招
聘
プ
ロ
グ
ラ
ム（
10
.2
1～
29
）

国
際
会
議
 /
 国
際
招
聘
プ
ロ
グ
ラ
ム

02
三
弦
　
海
を
越
え
て
 ̶
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
へ
̶

東
京
発
・
伝
統
W
A
感
動

03
曲

浪
と
ン
ョ
シ
ー
メ
ニ
ア
　EVIL 】2.lov

【　+ lanoitidarT
04

東
京
大
茶
会
20
12

05
伝
統
芸
能
 S
H
O
RT
 T
RI
P 
in
 羽
田

伝
統
芸
能
 S
H
O
RT
 T
RI
P 
in
 羽
田

06
た
っ
た
一
人
の
中
庭

フェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/ト
ー
キ
ョ
ー
12

07
女
司
祭
̶
危
機
三
部
作
・
第
三
部

08
F/
T 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

09
「
遭
難
、」
劇
団
、本
谷
有
希
子

芸
劇
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

10
ま
ち
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
 ～
芸
術
の
秋
、音
楽
さ
ん
ぽ
～

M
us
ic
 W
ee
ks
 in
 T
O
KY
O
 2
01
2

11
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ「
オ
ペ
ラ
を
つ
くろ
う
！
」

青
少
年
の
た
め
の
舞
台
芸
術
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

12
So
un
d 
Li
ve
 T
ok
yo

So
un
d 
Li
ve
 T
ok
yo

13
ア
ー
ト
と
音
楽
̶
新
た
な
共
感
覚
を
も
と
め
て

東
京
ア
ー
トミ
ー
テ
ィン
グ（
第
３
回
）

14
To
ky
o 
So
ni
c 
A
rt
 W
ee
ks

To
ky
o 
So
ni
c 
A
rt
 W
ee
ks

15
TE
RA
TO
TE
RA
祭
り
@
西
荻
窪
　
西
荻
映
像
祭̶
TE
M
PO
 d
e 
A
RT̶

TE
RA
TO
TE
RA

16
TE
RA
TO
TE
RA
祭
り
@
吉
祥
寺
　
N
EO
公
共̶
M
O
VI
E

17
TE
RA
TO
TE
RA
祭
り
@
吉
祥
寺
　
N
EO
公
共̶
ま
ち
プ
ロ
会
議

18
TE
RA
TO
TE
RA
祭
り
@
吉
祥
寺
　
N
EO
公
共̶
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

19
ネ
ット
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
クト

墨
東
ま
ち
見
世
20
12
　

20
　

　
　】

え
づ
こ
の
び
ひ
【 
プ
ッョ

シ
ク
ー
ワ
るく

つ
を
虫

と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想

21
「
L A
ND
 PA
RK
」で
go
od
 m
or
nin
g ～
た
と
え
ば
、い
つ
も
よ
り
早
く
起
き
て
モ
ー
ニ
ン
グ
を
食
べ
て
み
る
と
す
る
～【
L P
AC
K】

22
足
立
智
美「
ミ
ュ
ー
ジ
サ
ー
カ
ス
」プ
レ
イ
ベ
ン
ト
―
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
思
想
と
音
楽
 

ア
ー
ト
ア
ク
セ
ス
あ
だ
ち
 音
ま
ち
千
住
の
縁

23
大
友
良
英
 千
住
フ
ラ
イ
ン
グ
オ
ー
ケ
スト
ラ

24
野
村
誠
 千
住
だ
じ
ゃ
れ
音
楽
祭
 

25
音
ま
ち
千
住
の
縁
  コ
ア
タ
イ
ム

26
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
公
開
録
画

東
京
事
典
  T
ok
yo
 J
ite
n　

27
三
宅
島
大
学
 講
座

三
宅
島
大
学

28
vo
l.4
 プ
レ
ゼ
ン
タ
ー：
ク
ワ
ク
ボ
 リ
ョ
ウ
タ

渋
谷
ア
ー
ト
フ
ァ
クト
リ
ー
計
画
 D
IW
O
 L
ab
. 

29
ド
ー
ム
づ
くり
／
パ
ブ
リッ
ク
オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
10
.2
7）

川
俣
正
・
東
京
イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス

30
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ツ
ア
ー
　
川
俣
正
と
巡
る
汐
入
タ
ワ
ー
、佃
テ
ラ
ス
、豊
洲
ド
ー
ム

31
江
戸
東
京
博
物
館
 開
館
20
周
年
記
念
特
別
展「
維
新
の
洋
画
家
̶
川
村
清
雄
」

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

32
企
画
展「
徳
川
家
康
の
肖
像
̶
江
戸
時
代
の
人
々
の
家
康
観
̶
」

33
紅
葉
寄
席

34
操
上
和
美
　
時
の
ポ
ー
ト
レ
イト
　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
存
在
に
な
り
か
け
た
時
間
。

東
京
都
写
真
美
術
館

35
機
械
の
眼
　
カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ

36
第
２
３
回
日
本
写
真
作
家
協
会
会
員
展
　
第
10
回
JP
A
公
募
展

37
写
真
新
世
紀
東
京
展
20
12

38
M
O
Tア
ニ
ュ
ア
ル
20
12
 M
ak
in
g 
Si
tu
at
io
ns
, E
di
tin
g 
La
nd
sc
ap
es
 風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る

東
京
都
現
代
美
術
館

39
メト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
展
　
大
地
、海
、空
̶
40
00
年
の
美
へ
の
旅

東
京
都
美
術
館

40
TO
KY
O
 C
RA
FT
S 
&
 D
ES
IG
N
 2
01
2 
プ
ロ
ダ
クト
発
表
会（
仮
称
）

41
オ
ペ
ラ
BO
X「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

東
京
文
化
会
館

42
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
 v
ol
.6
3　
鷲
尾
麻
衣（
ソ
プ
ラ
ノ
）

43
東
京
芸
術
劇
場
 P
re
se
nt
s 
ブ
ラ
ス
ウィ
ー
ク
20
12

東
京
芸
術
劇
場

44
ク
ラ
シ
カ
ル
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
東
京
　
演
奏
会

45
N
O
DA
・
M
A
P第
17
回
公
演「
エ
ッ
グ
」

46
集
ま
れ
！
池
袋
み
ん
な
の
大
道
芸

47
スト
リ
ー
ト
・
ア
ー
テ
ィ
スト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
 2
01
2

48
ア
ー
ト
の
課
題
20
12̶

多
文
化
社
会
と
新
し
い
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動

ト
ー
キ
ョ
ー
ワ
ン
ダ
ー
サ
イト

49
O
PE
N
 S
TU
D
IO


